
令和７年１２月補正
予算事業説明書

未来を創る課



款 項 目

【提案理由】

【事業内容】

【状況】

【対応策】

（歳入内訳　単位：千円） （歳出内訳　単位：千円）

会計名 一般会計

事業名 4 地域活性化ポイント事業 所属名 未来を創る課

6 商工費 1 商工費 1 商工振興費

町内のみで使用できる地域通貨を町民に配分することで、町民
はお得に買い物ができるようになり、町内消費の喚起につなが
る。また、行政ポイントの活用により、町が推進する事業への住
民参加を促すことができる。

根拠法令・要綱等

南部町地域通貨事業補助金交付要綱
南部町行政ポイント事業実施要綱

予算状況
補正前の額 補正額 計

1,870 千円 129,480

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

町民、地域の事業者

総合計画における位置づけ

②魅力ある農林業と商工業の振興

意図
（対象をどうするか）

地域内経済循環の実現、キャッシュレス化の推進、行政ポイント
による施策の推進

「４つの挑戦」から見た位置づけ

④活力に挑戦（産業振興と賑わいのまち）

成果の視点
（どのような効果があるか）

〇負担金補助及び交付金　　129,480千円
　たすかーどポイント　13,000円×9,960人＝129,480,000円
　　　　　　　　　　　　　（13,000円内訳）　物価高騰対策 10,000円　食料品等対策 3,000円
　【対象者】：令和７年12月17日時点で住民基本台帳に登録されている者　及び
　　　　　　　 令和７年12月18日以降令和８年２月28日までに住民基本台帳に登録された者

款-項-目-節 科　目　名　称 補正前の額 補正額 節 補正前の額 補正額

千円 131,350 千円

　物価高騰による影響を受けた町民の生活支援及び町内経済活性化を図るために、全町民へ町内でのお買い物に使用できるポ
イントの配布を行う。

　全町民へ業種を問わず町内加盟店で使用できる13,000円分／人の「たすかーど」ポイントを配布する。

　このたび、国よりエネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた生活者に対する支援を行うことが示され、自治体に対し
ては、これを早期に執行することが求められた。これらのことから、町内の燃料・食料品販売店で使用でき、かつ早期に給付が可
能なたすかーどのポイントを配布するもの。

0
18-2-4-1 さくら基金繰入金 1,576 0 11　役務費 156 0
14-2-1-1 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 0 129,480 10　需用費 15

0
18　負担金補助及び交付金 1,576 129,480
13　使用料及び賃借料 123

計 1,870 129,480 計 1,870 129,480
一般財源 294 0

有
効
性

成果の視点からみたこれまでの
成果内容、または成果が見込ま
れる点（前年度までの実績、補
正前までの状況をもとに記載）

【※新規要求又は補正予算を行うことによる成果見込を記入すること】

たすかーどポイント13,000円分を配布することで、物価高騰による影響を受けた町民の消費を下支えする。
電子マネーで配布することで、印刷・郵便のコストが発生しないとともに、町民へ給付するまでの時間が大幅に短縮でき、タイ
ムリーな支援が可能となった。
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